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第２章 越谷市の現状と課題 

１ 統計から見た現状 

（１）越谷市の人口動態 

ア 人口推移 

令和５ 年（ ２ ０ ２ ３ 年） １ 月１ 日現在の総人口は３ ４ ３ ， ８ ６ ６ 人で、 平成３ ０ 年

（ ２ ０ １ ８ 年） １ 月１ 日現在の３ ４ ０ ， ８ ６ ２ 人から は３ ， ０ ０ ４ 人の増加と なっ て

いますが、 令和３ 年（ ２ ０ ２ １ 年） を ピーク に減少に転じ 、 令和３ 年（ ２ ０ ２ １ 年）

１ 月１ 日現在の３ ４ ５ ， ４ ８ ２ 人から １ ， ６ １ ６ 人の減少と なっ ています。  

令和５ 年（ ２ ０ ２ ３ 年） １ 月１ 日現在の世帯数は１ ６ ０ ， ３ ８ ２ 世帯で、 平成３ ０

年（ ２ ０ １ ８ 年） １ 月１ 日現在の１ ５ ０ ， ４ ９ ７ 世帯から ９ ， ８ ８ ５ 世帯の増加と   

なっ ています。  

人口が減少に転じ つつも 、 世帯数は一貫し て増加し ており 、 １ 世帯当たり の平均人

員は令和５ 年（ ２ ０ ２ ３ 年） １ 月１ 日現在で２ ．１ ４ 人で、平成３ ０ 年（ ２ ０ １ ８ 年）

１ 月１ 日現在の２ ． ２ ６ 人から ０ ． １ ２ 人減少し ています。  

 

図２－１－１ 人口・世帯数の推移（越谷市） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 年齢別人口構成 

（ア）年齢３区分別人口構成比の推移 

本市の年齢３ 区分別人口構成比をみると 、 平成３ ０ 年（ ２ ０ １ ８ 年） と 令和５ 年 

（ ２ ０ ２ ３ 年） の比較では、 年少人口（ ０ ～１ ４ 歳） の割合が低下し 、 高齢者人口

出典：埼玉県町(丁)字別人口調査（各年１月１日現在） 

（人・世帯） （人／世帯） 
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（ ６ ５ 歳以上） の割合が上昇し ています。 高齢者人口は令和２ 年（ ２ ０ ２ ０ 年） に

２ ５ ％に達し 、 ４ 人に１ 人が高齢者と なり 、 少子高齢化の傾向が顕著になっ ていま

す。  

 

図２－１－２ 年齢３区分別人口構成比（越谷市） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（イ）高齢化率の推移 

本市の高齢化率（ 高齢者人口の比率） は、 令和５ 年（ ２ ０ ２ ３ 年） は国より も  

３ ．７ ポイ ント 、埼玉県より も １ ．３ ポイ ント 低く 、また平成３ ０ 年（ ２ ０ １ ８ 年）

より も 国、 県と の差が開いており 、 比較的高齢化の進行の遅い市と いえます。  

 

図２－１－３ 高齢化率の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

出典：埼玉県町(丁)字別人口調査（各年１月１日現在） 

出典：越谷市・県は埼玉県町(丁)字別人口調査（各年１月１日現在） 

国は国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口」（各年１月１日現在） 



第２章 越谷市の現状と課題 

- 8 - 

出典：越谷市は埼玉県町(丁)字別人口調査（各年１月１日現在） 

国・県は国立社会保障・人口問題研究所 
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（ウ）高齢化のスピード 

国が高齢化社会（ 高齢化率７ ％） から 、 高齢社会（ 高齢化率１ ４ ％） と なるのに

要し た年数は２ ４ 年、 さ ら に超高齢社会（ 高齢化率２ １ ％） と なる のに１ ２ 年で  

あっ たと こ ろを、 埼玉県はそれぞれ１ ８ 年、 ９ 年で到達し ています。  

本市ではさ ら に速く 、 それぞれ１ １ 年、 ７ 年と いう 年数し かかかっ ておら ず、 国

の３ ６ 年に対し 、 本市はわずか１ ８ 年で高齢化社会から 超高齢社会に突入し ていま

す。  

表２－１－１ 高齢化のスピード 

 
高齢化社会 
（７％） 

移行期間 
高齢社会 
（１４％） 

移行期間 
超高齢社会 
（２１％） 

国 
１９７０年 

（昭和４５年） 
２４年 

１９９４年 
（平成６年） 

１２年 
２００６年 

（平成１８年） 

埼玉県 
１９８５年 

（昭和６０年） 
１８年 

２００３年 
（平成１５年） 

９年 
２０１２年 

（平成２４年） 

越谷市 
１９９４年 

（平成６年） 
１１年 

２００５年 
（平成１７年） 

７年 
２０１２年 

（平成２４年） 
 

  

 

（エ）将来の高齢化率 

本市の高齢化率は、 令和２ ２ 年（ ２ ０ ４ ０ 年） には３ １ ． ７ ％と なり 、 令和５ 年

（ ２ ０ ２ ３ 年） より も ６ ． ２ ポイ ント 上昇すると 予想さ れています。 国や埼玉県の

値より も 低いも のの、 急速な高齢化が見込まれます。  

 

図２－１－４ 将来の高齢化率の推移 

 

  

出典：越谷市は「第５次越谷市総合振興計画の策定における将来人口推計」 

国は国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口」 

県は同「日本の地域別将来推計人口」 

越谷市・県の令和５年については埼玉県町(丁)字別人口調査（１月１日現在）による実績値 
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ウ 人口ピラミッド 

本市の令和５ 年（ ２ ０ ２ ３ 年） １ 月１ 日時点の人口ピラ ミ ッ ド を みると 、 年少人口

が少ない「 ひょ う たん型」 と なっ ており 、 人口移行過程では「 成長期」 を過ぎた「 円

熟期」 に入っ ています。  

加えて、 昭和２ ２ ～２ ４ 年（ １ ９ ４ ７ ～１ ９ ４ ９ 年） 生まれの「 団塊の世代」（ 戦後

の第１ 次ベビーブーム世代） のほと んどが７ ５ 歳以上と なっ たこ と から 、 高齢者の健

康維持・ 健康寿命の延伸が、 今後の大きな課題と なり ます。  

 

図２－１－５ 人口ピラミッド（越谷市） 

 

  

出典：越谷市住民基本台帳年齢階級別人口（令和５年１月１日現在） 
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エ 自然動態 

本市の出生数と 死亡数の推移をみると 、 出生数は減少傾向、 死亡数は増加傾向にあ

り 、 平成３ ０ 年（ ２ ０ １ ８ 年） 以降、 人口の自然減が進んでいます。  

また、 出生率は国や埼玉県より 高く なっ ている一方、 死亡率は低く なっ ています。 

 

図２－１－６ 自然動態推移（越谷市） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

      図２－１－７ 出生率推移（出生率：１年間の出生数／１０月１日の人口×１,０００） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

出典：埼玉県の人口動態概況（各年１０月１日現在） 

出典：埼玉県の人口動態概況（各年１０月１日現在） 
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      図２－１－８ 死亡率推移（死亡率：１年間の死亡数／１０月１日の人口×１,０００） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

出典：埼玉県の人口動態概況（各年１０月１日現在） 
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※ ６ ５ 歳健康寿命：  
６ ５ 歳の人が健康で自立し た生活を 送るこ と ができ る期間。 具体的には、 ６ ５ 歳に達し

た人が要介護２ 以上になるまでの平均的な期間を 算出し たも の。  

※ 平均寿命：  
ある年の男女別にみた年齢別死亡率が将来も そのまま続く と 仮定し て、 各年齢に達し た

人たちが、 その後平均し て何年生き ら れる かを 示し たも のを 平均余命と いい、 出生時、 つ
まり ０ 歳時の平均余命を 特に平均寿命と いう 。  
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出典：埼玉県保健医療部衛生研究所資料 
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オ 平均寿命※・６５歳健康寿命※ 

日本人の平均寿命の推移は横ばいと なっ ており 、 令和３ 年（ ２ ０ ２ １ 年） には女性

が８ ７ ． ５ ７ 歳、 男性が８ １ ． ４ ７ 歳と なっ ています。  

令和３ 年（ ２ ０ ２ １ 年） の本市の平均寿命は女性が８ ７ . ２ ７ 歳、 男性が８ １ . ４ １

歳と なっ ており 、 埼玉県の平均寿命と ほぼ同水準と なっ ています。 また、 ６ ５ 歳健康

寿命は女性が２ １ . １ ５ 年、 男性が１ ８ . １ ４ 年で、 男女と も わずかながら 年々高く  

なっ ており 、 健康に生活でき る期間が延びているこ と を示し ています。  

 

図２－１－９ 日本人の平均寿命の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 図２－１－１０ 越谷市における平均寿命と６５歳健康寿命 

【平均寿命】                【６５歳健康寿命】 
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順
位

死　因
死亡数
（人）

死亡割合
（％）

順
位

死　因
死亡数
（人）

死亡割合
（％）

総　　　　数 3,259 100.0% 総　　　　数 75,164 100.0%

1 悪性新生物 948 29.1% 1 悪性新生物 20,576 27.4%

2 心疾患（高血圧性を除く） 522 16.0% 2 心疾患（高血圧性を除く） 11,510 15.3%

3 老衰 259 7.9% 3 老衰 6,896 9.2%

4 脳血管疾患 211 6.5% 4 脳血管疾患 5,188 6.9%

5 肺炎 199 6.1% 5 肺炎 4,778 6.4%

6 誤嚥性肺炎 81 2.5% 6 誤嚥性肺炎 2,120 2.8%

7 腎不全 79 2.4% 7 不慮の事故 1,560 2.1%

8 自殺 54 1.7% 8 腎不全 1,476 2.0%

その他 906 27.8% その他 21,060 28.0%
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（２）疾病等の状況 

ア 死因順位別死亡数・死亡割合 

令和３ 年（ ２ ０ ２ １ 年） の死因で最も 多いのは埼玉県、 本市と も に「 悪性新生物」

で、 本市において死因の約３ 割を占めています。  

 

表２－１－２ 死因別死亡数・死亡割合（令和３年（２０２１年）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２－１－１１ 悪性新生物、心疾患、脳血管疾患の死亡数の推移（越谷市） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  出典：埼玉県保健医療部衛生研究所資料 

出典：埼玉県保健医療部衛生研究所資料 
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イ 年齢調整死亡率（人口１０万人対※）の推移 

本市の悪性新生物の年齢調整死亡率は、 男性・ 女性と も に低下し ています。 埼玉県

と 比較すると 女性は依然と し て高い一方、 男性は初めて埼玉県より 低く なり まし た。 

心疾患の年齢調整死亡率は、 埼玉県が男女と も 減少傾向にある中で、 本市は男性が

横ばいと なっ ています。 脳血管疾患の年齢調整死亡率は男女と も 低下し ており 、 埼玉

県と 比べても 低く なっ ています。  
 

図２－１－１２ 悪性新生物、心疾患、脳血管疾患の年齢調整死亡率の推移(越谷市) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２－１－１３ 悪性新生物、心疾患、脳血管疾患の年齢調整死亡率の推移(埼玉県) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 人口１ ０ 万人対：  人口１ ０ 万人に対する １ 年間の死亡数。  

出典：埼玉県保健統計年報 

出典：埼玉県保健統計年報 
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ウ 標準化死亡比※ 

本市における標準化死亡比は、 悪性新生物が１ ０ ０ ． ６ 、 心疾患が１ ０ ５ ． ６ と 埼

玉県を上回っ ていますが、 脳血管疾患は９ ０ ． ８ と 埼玉県を下回っ ています。  

 

図２－１－１４ 死因別の標準化死亡比（埼玉県を１００とした時の値）（２０１７～２０２１年） 

 

悪性新生物＜腫瘍＞標準化死亡比（２０１７～２０２１年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

心疾患（高血圧性を除く）標準化死亡比（２０１７～２０２１年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

脳血管疾患標準化死亡比（２０１７～２０２１年） 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

出典：埼玉県保健医療部衛生研究所資料 

 

  ※ 標準化死亡比：  
地域間の死亡傾向を 比較する 指標で、 基準と する地域と 比較し たい地域の年齢構成の違

いを 考慮し て求めた死亡数の比較によ っ て算出さ れたも の。  
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エ 自殺の状況 

本市の自殺者数は、 おおむね５ ０ ～６ ０ 人台で推移し ており 、 令和２ 年（ ２ ０ ２ ０

年） の６ ２ 人から 令和４ 年（ ２ ０ ２ ２ 年） の５ ４ 人と ８ 人減少し た一方で、 女性は、

令和２ 年（ ２ ０ ２ ０ 年） の１ ８ 人から 令和４ 年の２ ８ 人と １ ０ 人増加し ています。 ま

た、平成２ ９ 年（ ２ ０ １ ７ 年） ～令和３ 年（ ２ ０ ２ １ 年） における本市の死因順位で、

自殺は第７ 位（ 死亡割合１ ． ９ ％） と なっ ています。  

 

図２－１－１５ 自殺者数（男女別）の推移（越谷市） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表２－１－３ ライフステージ別死因順位（越谷市・平成２９年（２０１７年）～令和３年（２０２１年）） 

 
幼年期 

（０～４歳） 

少年期 

（５～１４歳） 

青年期 

（１５～２４歳） 

壮年期 

（２５～４４歳） 

中年期 

（４５～６４歳） 

高齢期 

（６５歳以上） 
総数 
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５５.２％ 

自殺 
 

３２.０％ 

悪性新生物 

 

３９.４％ 

悪性新生物 
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悪性新生物 

 

２９.８％ 

第２位 

周産期に 

発生した病態 

１４.８％ 

その他の新生物 

 

２０.０％ 

不慮の事故 

 

１０.３％ 

悪性新生物 

 

２６.３％ 

心疾患 

(高血圧性を除く) 

１５.７％ 

心疾患 

(高血圧性を除く) 

１６.８％ 

心疾患 

(高血圧性を除く) 

１６.５％ 

第３位 

不慮の事故 

 

７.４％ 

先天奇形、変形

及び染色体異常 

２０.０％ 

悪性新生物 

 

８.６％ 

心疾患 

(高血圧性を除く) 

１２.１％ 

脳血管疾患 

 

７.２％ 

肺炎 

 

８.５％ 

肺炎 

 

７.６％ 

第４位 

悪性新生物 

 

３.７％ 
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心疾患 

(高血圧性を除く) 

３.４％ 

脳血管疾患 

 

４.９％ 

自殺 
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老衰 

 

７.０％ 
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６.５％ 
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突然死症候群 
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１０.０％ 
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１.７％ 

不慮の事故 

 

２.８％ 

肝疾患 

 

３.９％ 

脳血管疾患 

 

６.５％ 

老衰 
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第７位   
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出典：埼玉県保健医療部衛生研究所 

出典：厚生労働省「人口動態統計」 
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自殺死亡率は、 人口１ ０ 万人あたり の年間自殺者数の割合です。 本市の死亡率は令

和４ 年（ ２ ０ ２ ２ 年） に１ ５ . ７ と なっ ており 、国や埼玉県より も 低く なっ ていますが、

男女別でみると 女性が１ ４ ． ４ と なっ ており 、 国や埼玉県より も 高く なっ ています。 

 

図２－１－１６ 自殺死亡率の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典：厚生労働省「地域における自殺の基礎資料（Ａ表）」 

 

 

図２－１－１７ 自殺死亡率の推移（男女別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

出典：厚生労働省「地域における自殺の基礎資料（Ａ表）」 
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オ 医療費の状況 

令和４ 年度（ ２ ０ ２ ２ 年度） の越谷市国民健康保険における疾病分類別医療費の状

況（ 医療費の構成割合、 入院＋入院外） をみると 、「 新生物＜腫瘍＞」 が最も 多く 、 総

医療費の１ ６ . ７ ％を 占め、 次いで「 循環器系の疾患」 が１ ４ . １ ％と なっ ています。 

県内市町村国保の平均と 比較すると 、「 消化器系の疾患」「 神経系の疾患」 などは高

く なっ ている一方、「 腎尿路生殖器系の疾患」「 精神及び行動の障害」 などは低く なっ

ています。  

 

図２－１－１８ 越谷市国民健康保険における疾病分類別医療費の状況（医科、令和４年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

出典：（越谷市）第３期越谷市国民健康保険データヘルス計画 

（市町村国保の平均）埼玉県国民健康保険団体連合会  

 

越谷市国民健康保険における歯科保健の医療費の状況は、 平成２ ９ 年度（ ２ ０ １ ７

年度） に約１ ９ 億６ ５ ０ ０ 万円であっ たも のが、 令和４ 年度（ ２ ０ ２ ２ 年度） には、

約１ ６ 億６ ３ ０ ０ 万円と 、 約３ 億円の減少と なっ ています。  
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(２０１８年度）

令和4年度

（２０２２年度）

図２－１－１９ 越谷市国民健康保険における疾病分類別医療費の状況（歯科） 

 

 

 

 
出典：（平成２９年度）平成２９年３月診療分から平成３０年２月診療分までの歯科レセプト 

（令和４年度）埼玉県国民健康保険団体連合会 

 

越谷市国民健康保険における疾病分類別医療費の状況（ 医療費の構成割合、 入院＋入院

外） を平成３ ０ 年度（ ２ ０ １ ８ 年度） と 令和４ 年度（ ２ ０ ２ ２ 年度） で比較すると 、「 消化

器系の疾患」「 呼吸器系の疾患」 などが低下傾向にある一方、「 新生物＜腫瘍＞」「 循環器の

疾患」 など多く の項目では、 顕著な変化はみら れません。  

 

図２－１－２０ 越谷市国民健康保険における疾病分類別医療費の状況比較（医科） 

（平成３０年度（２０１８年度） と 令和４年度（２０２２年度）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典：第３期越谷市国民健康保険データヘルス計画 
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カ 特定健康診査からみる市民の健康状況 

越谷市国民健康保険加入者の特定健康診査結果は次のと おり です。  

 

（ア）内臓脂肪症候群等の状況 

本市の特定健康診査受診者数における内臓脂肪症候群（ メ タ ボリ ッ ク シンド ロー

ム） の割合は、 令和３ 年度（ ２ ０ ２ １ 年度） では２ １ . ４ ％と なっ ており 、 平成３ ０

年度（ ２ ０ １ ８ 年度） の１ ９ . １ ％と 比べて２ . ３ ポイ ント 増加し 、 埼玉県と 比べて

０ . ９ ポイ ント 高く なっ ています。  

また、内臓脂肪症候群予備群の割合は、令和３ 年度（ ２ ０ ２ １ 年度） では１ ０ . ８ ％

と なっ ており 、 平成３ ０ 年度（ ２ ０ １ ８ 年度） の１ ０ . １ ％と 比べて０ . ７ ポイ ント

増加し ています。 埼玉県の割合と 比較すると 、 本市の割合は低い傾向が続いていま

すが、 その差が平成３ ０ 年度（ ２ ０ １ ８ 年度） では１ ポイ ント であっ たと こ ろ 、 令

和３ 年度（ ２ ０ ２ １ 年度） では０ . ７ ポイ ント に縮小し ています。  

 

図２－１－２１ 内臓脂肪症候群該当者の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

出典：（越谷市・県）法定報告 

（国）国民健康保険中央会（特定健康診査特定保健指導の実施状況） 

 

図２－１－２２ 内臓脂肪症候群予備群該当者の状況 

 

 

 

 

 

 
 

 

出典：（越谷市・県）法定報告 

（国）国民健康保険中央会（特定健康診査特定保健指導の実施状況） 

平成３０年度 

（２０１８年度） 

平成３１/令和元年度 

（２０１９年度） 

令和２年度 

（２０２０年度） 

令和３年度 

（２０２１年度） 

平成３０年度 

（２０１８年度） 

平成３１/令和元年度 

（２０１９年度） 

令和２年度 

（２０２０年度） 

令和３年度 

（２０２１年度） 
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全国 埼玉県 越谷市

（イ）生活習慣病（ＮＣＤｓ）発症のリスク保有状況 

生活習慣病（ Ｎ Ｃ Ｄ ｓ ） 発症のリ スク と し て、 肥満、 脂質、 血糖、 血圧に関する

項目を、 国の定める保健指導判定基準をも と に判定し まし た。  

それぞれの項目で基準を超えていると 判定さ れた人（ リ スク のある人） の割合は、

平成２ ９ 年度（ ２ ０ １ ７ 年度） と 比べて、 Ｈ Ｄ Ｌ コ レステロール、 Ｈ ｂ Ａ １ ｃ は減

少し ていますが、 その他の項目は増加し ています。  

また、 国や埼玉県と 比較すると 、 Ｈ ｂ Ａ １ ｃ を除き、 国や県より も やや高い傾向

にあり ます。  

 

図２－１－２３ 生活習慣病（ＮＣＤｓ）発症のリスク保有状況の推移（越谷市） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典：埼玉県国民健康保険団体連合会 

 

図２－１－２４ 生活習慣病（ＮＣＤｓ）発症のリスク保有状況の比較（令和４年度（２０２２年度）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

出典：（越谷市）埼玉県国民健康保険団体連合会 

（国・県）埼玉県国民健康保険団体連合会（厚生労働省様式５－２） 
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特定健康診査（ 特定健診） は、 生活習慣病予防のために保健指導を 必要と する 人を 選び出すための健診
です。 特定健診結果より 、 内臓脂肪蓄積の程度と リ スク 要因の数に着目し 、 リ スク に応じ て、 特定保健指
導の対象者は「 情報提供」「 動機付け支援」「 積極的支援」 に区分さ れます。（ 階層化）  

保健指導判定基準 

項目 
肥満 脂質 血糖 血圧 喫 

煙 
歴 腹囲 Ｂ ＭＩ  中性脂肪 

Ｈ Ｄ Ｌ  
コ レステロール 

Ｈ ｂ Ａ １ ｃ  
（ Ｎ Ｇ Ｓ Ｐ 値）  

収縮期血圧 拡張期血圧 

判定値 
男性８ ５ ｃ ｍ以上 ２ ５  

以上 
１ ５ ０ ｍｇ /ｄ ｌ  

以上 
３ ９ ｍｇ /ｄ ｌ  

以下 
５ . ６ ％ 

以上 
１ ３ ０ ｍｍＨ ｇ  

以上 
８ ５ ｍｍＨ ｇ  

以上 
有 
無 女性９ ０ ｃ ｍ以上 

 

（ウ）年齢層別の状況 

年齢層別に、 それぞれの項目で基準を超えていると 判定さ れた人（ リ スク のある

人） の割合を国や県と 比較すると 、 壮年期（ ４ ０ 歳～６ ４ 歳） では、 Ｈ ｂ Ａ １ ｃ を

除き 、 国や県より も 高く なっ ています。  

また、 高齢期（ ６ ５ 歳～７ ４ 歳） においても 、 同様の傾向がみら れます。  

 

図２－１－２５ 年齢層別の生活習慣病（ＮＣＤｓ）発症リスク比較 

＜壮年期（４０～６４歳）＞ （令和４年度（２０２２年度）） 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

出典：（越谷市）埼玉県国民健康保険団体連合会 

（国・県）埼玉県国民健康保険団体連合会（厚生労働省様式５－２） 

 

図２－１－２６ 年齢層別の生活習慣病（ＮＣＤｓ）発症リスク比較 

＜高齢期（６５～７４歳）＞ （令和４年度（２０２２年度）） 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

出典：（越谷市）埼玉県国民健康保険団体連合会 

（国・県）埼玉県国民健康保険団体連合会（厚生労働省様式５－２） 
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令和2年度
(A)

令和3年度 令和4年度
（B)

差
(B)-(A)

令和2年度
(A)

令和3年度 令和4年度
（B)

差
(B)-(A)

た

ば

こ
13.0% 13.3% 13.5% 0.5% 14.4% 14.6% 14.7% 0.3%

44.4% 43.8% 43.8% ▲ 0.6% 39.1% 38.9% 39.0% ▲ 0.1%

50.7% 50.3% 51.3% 0.6% 48.4% 48.6% 48.7% 0.3%

76.3% 76.4% 78.1% 1.7% 75.8% 75.6% 75.7% ▲ 0.1%

19.7% 19.2% 17.4% ▲ 2.3% 17.1% 17.4% 17.2% 0.1%

0.8% 0.7% 0.9% 0.2% 0.8% 0.8% 0.8% ▲ 0.0%

食べる速度が速い 23.4% 22.3% 22.8% ▲ 0.5% 23.5% 23.6% 23.3% ▲ 0.3%

食べる速度が普通 66.5% 66.9% 66.6% 0.1% 61.4% 62.0% 62.2% 0.8%

食べる速度が遅い 7.0% 7.2% 7.0% 0.0% 6.8% 6.9% 7.0% 0.1%

週3回以上就寝前に夕食

を摂る
15.6% 15.1% 15.4% ▲ 0.2% 15.7% 15.5% 15.5% ▲ 0.2%

毎日朝昼夕食以外に間食

を摂る
17.5% 18.1% 18.0% 0.5% 16.9% 17.6% 17.9% 1.1%

週3回以上朝食を抜く 9.6% 10.3% 11.2% 1.6% 8.7% 9.6% 10.0% 1.2%

お酒を毎日飲む 24.5% 24.0% 24.0% ▲ 0.5% 24.2% 23.8% 23.7% ▲ 0.5%

お酒を時々飲む 19.2% 19.2% 20.2% 0.9% 20.6% 20.6% 21.0% 0.4%

お酒をほとんど飲まない 53.1% 53.3% 52.3% ▲ 0.8% 48.6% 49.1% 48.7% 0.1%

1合未満 67.9% 68.1% 68.1% 0.2% 53.3% 53.3% 53.0% ▲ 0.3%

1～2合未満 12.8% 12.3% 13.1% 0.2% 16.3% 16.1% 16.1% ▲ 0.2%

2～3合未満 8.8% 8.7% 8.5% ▲ 0.3% 6.8% 6.7% 7.0% 0.2%

3合以上 1.9% 1.7% 1.8% ▲ 0.2% 1.7% 1.7% 1.9% 0.1%

休

養
72.7% 72.3% 71.7% ▲ 1.0% 69.4% 69.6% 68.5% ▲ 0.9%

改善するつもりはない 17.2% 17.6% 17.4% 0.2% 27.7% 27.4% 27.4% ▲ 0.2%

改善するつもりである 13.7% 13.5% 12.1% ▲ 1.5% 22.5% 22.7% 22.4% ▲ 0.1%

近いうちに改善するつも

りであり、少しづつ始め

ている

46.7% 46.3% 47.3% 0.6% 16.5% 16.5% 16.5% 0.0%

既に改善に取り組んでい

る（6ヶ月未満）
2.6% 2.9% 2.3% ▲ 0.2% 7.6% 7.8% 7.7% 0.1%

既に改善に取り組んでい

る（6ヶ月以上）
16.5% 16.0% 17.0% 0.4% 17.5% 17.9% 18.1% 0.6%

質問票の項目

越谷市
受診者に占める割合

埼玉県
受診者に占める割合

たばこを習慣的に吸っている

運

動

習

慣

1回30分以上の運動を週2回以上、

1年以上実施

日常生活において歩行又は同等の

身体活動を1日1時間以上実施

睡眠が十分とれている

改

善

意

欲

運動や食

生活等の

生活習慣

を改善し

てみよう

と思う

咀

嚼

なんでも噛める

噛みにくいことがある

ほとんど噛めない

食

事

食べ方

食習慣

飲

酒

習慣

1回の量

（エ）健診結果（質問票）の状況 

生活習慣の状況を比較すると 、「 噛みにく いこ と がある」 人の割合が１ ９ . ７ ％か

ら １ ７ . ４ ％に２ ． ３ ポイ ント 改善し ています。「 睡眠が十分と れている」 人の割合

は、 ７ ２ . ７ ％から ７ １ . ７ ％に１ ポイ ント 低下し ています。  

埼玉県と の比較では、「 たばこ を 習慣的に吸っ ている」 は本市が１ ３ . ５ ％で、   

埼玉県の１ ４ . ７ ％と 比べて１ . ２ ポイ ント 低く 、「 なんでも 噛める」 割合は本市が

７ ８ ． １ ％で、 埼玉県の７ ５ . ７ ％と 比べて２ . ４ ポイ ント 高く なっ ています。  

 

表２－１－４ 健診結果（質問票）の状況（令和４年度（２０２２年度）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

出典：特定健康診査等データ管理システム（法定報告） 
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1,515 1,658 1,717 1,754 1,808 1,871 
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2,022 
2,173 

2,203 
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1,675 
1,704 

1,778 

1,308 
1,338 

1,455 
1,566 

1,715 
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1,041 
1,036 
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1,080 
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1,282 
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15,302 

14.2%
14.8%

15.4%
16.0%

16.8%
17.4%
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4%
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20%
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3,000 人
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18,000 人

平成30年

（２０１８年）

平成３１／令和元年

（２０１９年）

令和2年

（２０２０年）

令和3年

（２０２１年）

令和4年

（２０２２年）

令和5年

（２０２３年）

要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２

要介護３ 要介護４ 要介護５ 認定率

（３）要介護等認定者の状況 

本市の要介護等認定者は、 令和５ 年（ ２ ０ ２ ３ 年） は１ ５ ， ３ ０ ２ 人で、 平成３ ０ 年

（ ２ ０ １ ８ 年） から ３ , ２ ８ ２ 人増えています。 認定率※も １ ４ . ２ ％から １ ７ . ４ ％に上

昇し ています。  

 

図２－１－２７ 要介護等認定者・認定率の推移（越谷市） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

出典：第９期越谷市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画 

(各年９月３０日時点) 

※ 認定率：  ６ ５ 歳以上の人口に占める要介護・ 要支援の認定を 受けている 人の割合。  
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0.5% 0.8% 0.6%

1.2%
0.8%

1.0% 1.1% 0.9%
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平成29年度

（2017年度）
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（2018年度）

平成31／令和元年度

（2019年度）
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（2020年度）
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1歳６か月児 越谷市 1歳６か月児 埼玉県 ３歳児 越谷市 ３歳児 埼玉県

（４）健康診査 

ア 乳幼児健康診査受診率 

乳幼児健診の受診率は、 年度によっ て変動はあるも のの、 平成３ ０ 年度（ ２ ０ １ ８

年度） の１ ０ か月児健診を除き、 いずれの受診率も ９ ０ ％以上で推移し ています。  

 

図２－１－２８ 乳幼児健康診査受診率の推移（越谷市） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典：越谷市健康づくり推進課 

 

イ う歯（むし歯）有病率の推移 

本市におけるう 歯( むし 歯) のある乳幼児の割合は、 ３ 歳児では減少傾向にあり ます

が、 １ 歳６ か月児は埼玉県と 同様、 横ばいの状況です。  

 

図２－１－２９ う歯（むし歯）のある乳幼児の推移（越谷市・埼玉県） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

出典：厚生労働省「地域保健・健康増進事業報告」 
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ウ 健康診査・検診等※受診率 

（ア）特定健康診査及び後期高齢者健康診査の受診率の推移 

本市の特定健康診査の受診率は４ １ ％台で推移し ていまし たが、 新型コ ロナウイ

ルス感染症の影響も あり 、 令和２ 年度（ ２ ０ ２ ０ 年度） から 令和３ 年度（ ２ ０ ２ １

年度） にかけて受診率は落ち込みまし た。 令和４ 年度（ ２ ０ ２ ２ 年度） には以前の

水準に回復し ています。  

後期高齢者健康診査においても 、 平成３ １ 年度（ ２ ０ １ ９ 年度） まで上昇傾向に

あっ たも のが、 令和２ 年度（ ２ ０ ２ ０ 年度） から 令和３ 年度（ ２ ０ ２ １ 年度） にか

けて受診率は落ち込みまし た。 その後、 令和４ 年度（ ２ ０ ２ ２ 年度） は、 平成３ １

年度（ ２ ０ １ ９ 年度） までより も 高い受診率になっ ています。  

埼玉県の受診率と 比較すると 、 特定健康診査及び後期高齢者健康診査と も 、 高い

値で推移し ています。  

 

図２－１－３０ 特定健康診査受診率の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

図２－１－３１ 後期高齢者健康診査受診率の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

出典：第３期越谷市国民健康保険データヘルス計画 

出典：第３期越谷市国民健康保険データヘルス計画 

※ 健康診査と は特定健康診査等の健康診断を 指し 、 検診と はがん検診等特定の病気を 見つ
ける ための検査を 指し ます。  
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（イ）越谷市のがん検診 

本市では、 胃がん検診、 肺がん検診、 大腸がん検診は４ ０ 歳以上、 子宮頸がん検

診は２ ０ 歳以上、 乳がん検診は３ ５ 歳以上を対象に実施し ています。  

胃がん検診、 肺がん検診、 大腸がん検診の受診者数は、 新型コ ロナウイ ルス感染

症の影響も あり 、 令和２ 年度（ ２ ０ ２ ０ 年度） においては減少し まし たが、 令和４

年度（ ２ ０ ２ ２ 年度） は上昇し ています。 また、 乳がん検診の受診者数は、 令和２

年度（ ２ ０ ２ ０ 年度） に新型コ ロナウイ ルス感染症の流行に伴い集団検診を中止し 、

大き く 減少し まし た。 令和３ 年度（ ２ ０ ２ １ 年度） 以降は令和２ 年度（ ２ ０ ２ ０ 年

度） と 比べて増加し ていますが、 平成３ １ 年度（ ２ ０ １ ９ 年度） 以前の水準までは

回復し ていません。  

 

表２－１－５ がん検診受診者数の推移 

（単位：人） 

検診の種類 
平成３０年度 

（２０１８年度） 

平成３１／令和元年度 

（２０１９年度） 

令和２年度 

（２０２０年度） 

令和３年度 

（２０２１年度） 

令和４年度 

（２０２２年度） 

胃がん １３，８０３ １３，４５４ １２，０６７ １２，２７６ １２，７８０ 

肺がん ２３，９６８ ２４，５０９ ２３，９２３ ２２，９７３ ２５，３６４ 

大腸がん ２０，８９４ ２０，５４０ １９，５３６ ２０，２０６ ２０，４６４ 

子宮頸がん ９，７６０ １０，２１７ １０，４３９ １０，７６１ ９，７７２ 

乳がん ７，９０９ ８，２６３ ４，９８４ ６，８４０ ６，１５２ 

 

  

出典：越谷市健康づくり推進課 
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（ウ）がん検診受診率の推移 

本市の胃がん検診受診率は、平成２ ９ 年度（ ２ ０ １ ７ 年度） は５ . ３ ％でし たが、

令和３ 年度（ ２ ０ ２ １ 年度） には６ . ４ ％に上昇し ています。国や埼玉県が低下傾向

にあるこ と から 、 受診率の差がほと んどなく なっ ています。  

 

図２－１－３２ 胃がん検診受診率の推移（算定対象年齢は５０～６９歳） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典：厚生労働省「地域保健・健康増進事業報告」 

 

本市の肺がん検診受診率は、平成２ ９ 年度（ ２ ０ １ ７ 年度） は５ . ６ ％でし たが、  

令和３ 年度（ ２ ０ ２ １ 年度） には４ . １ ％に低下し ています。 国や埼玉県は令和２ 年度

（ ２ ０ ２ ０ 年度） を底に令和３ 年度（ ２ ０ ２ １ 年度） にはある程度回復し た一方、

本市の受診率はさ ら に低下し 、 国・ 埼玉県と の受診率の差は、 平成２ ９ 年度   

（ ２ ０ １ ７ 年度） より も 拡大し ています。  

 

図２－１－３３ 肺がん検診受診率の推移（算定対象年齢は４０～６９歳） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典：厚生労働省「地域保健・健康増進事業報告」 
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本市の大腸がん検診受診率は、平成２ ９ 年度（ ２ ０ １ ７ 年度）は５ . ９ ％でし たが、

令和３ 年度（ ２ ０ ２ １ 年度） には４ . ９ ％に低下し ています。国や埼玉県より も 依然

と し て低い状況が続いていますが、 受診率の差は平成２ ９ 年度（ ２ ０ １ ７ 年度） よ

り も 縮小さ れています。  

 

図２－１－３４ 大腸がん検診受診率の推移（算定対象年齢は４０～６９歳） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

出典：厚生労働省「地域保健・健康増進事業報告」 

 

本市の子宮頸がん検診受診率は、平成２ ９ 年度（ ２ ０ １ ７ 年度） は１ ３ . １ ％でし

たが、 平成３ １ 年度（ ２ ０ １ ９ 年度） にかけて低下し た後は上昇に転じ 、 令和３ 年

度（ ２ ０ ２ １ 年度） には１ ２ . ９ ％と なっ ています。国や埼玉県より も 依然と し て低

い状況が続いていますが、 受診率の差は縮小さ れています。  

 

図２－１－３５ 子宮頸がん検診受診率の推移（算定対象年齢は２０～６９歳） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

出典：厚生労働省「地域保健・健康増進事業報告」 
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本市の乳がん検診受診率は、平成２ ９ 年度（ ２ ０ １ ７ 年度）は１ ８ . ８ ％でし たが、

令和３ 年度（ ２ ０ ２ １ 年度） には１ ２ . ０ ％に低下し ています。こ の５ 年度間の受診

率の低下は国や埼玉県より も 大き く 、 それぞれの受診率を下回っ ています。  

 

図２－１－３６ 乳がん検診受診率の推移（算定対象年齢は４０～６９歳） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

出典：厚生労働省「地域保健・健康増進事業報告」 
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（エ）骨粗しょう症検診 

骨量は、 ２ ０ 歳代までは増加し 、 その後、 ３ ０ 歳代をピーク に加齢と と も に減少

し ていき ます。 ２ ０ 歳～３ ０ 歳代で骨量を確認するこ と が骨粗し ょ う 症予防につな

がるこ と から 、 本市では２ ０ 歳以上の女性を対象に骨粗し ょ う 症検診を実施し てい

ます。  

受診者数は、 令和４ 年度（ ２ ０ ２ ２ 年度） では１ ， ９ １ ７ 人と なっ ており 、 平成

３ ０ 年度（ ２ ０ １ ８ 年度） の１ ， ５ １ ７ 人から ４ ０ ０ 人増加し まし た。 受診者全体

のう ちの６ ０ 歳以上の割合は、平成３ １ 年度（ ２ ０ １ ９ 年度） の７ ０ . １ ％をピーク

に減少し 、 令和４ 年度（ ２ ０ ２ ２ 年度） には５ ６ . ７ ％と なっ ており 、 若年層の受診

者数が増えてき ていると いえます。  

 

図２－１－３７ 骨粗しょう症検診受診率の推移（越谷市） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典：越谷市健康づくり推進課 
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（オ）歯周病検診 

生涯自分の歯で食べるこ と は低栄養を防止し 、 生活の質を高め、 認知症予防にな

り ます。 また、 歯を失う 原因のひと つと し て歯周病があるこ と から 、 本市では、 平

成３ ０ 年度（ ２ ０ １ ８ 年度） から ３ ５ 歳を受診対象に追加し 、 ３ ５ 歳から ７ ０ 歳ま

で５ 歳刻みの人を対象に歯周病検診を実施し ています。  

本市における受診者数は令和２ 年度（ ２ ０ ２ ０ 年度） に減少し まし たが、 それ以

外では増加傾向にあり 、 要指導、 要精検者も 増加し ています。  

 

表２－１－６ 歯周病検診受診者数の推移（越谷市） 

年度 
受診者数 

（人） 

異常なし 

（人） 

要指導 

（人） 

要精検 

（人） 

平成３０年度（２０１８年） １,８０２ １６７ １５９ １,４７６ 

平成３１/令和元年度（２０１９年） １,８４７ １７２ １５３ １,５２２ 

令和２年度（２０２０年） １,６８８ １６８ １２９ １,３９１ 

令和３年度（２０２１年） １,８３９ １８０ １７９ １,４８０ 

令和４年度（２０２２年） ２,１３０ ２６４ ２６９ １,５９７ 

出典：越谷市健康づくり推進課 

 

（カ）口腔がん検診 

口腔がんは舌や口腔粘膜に発生する悪性腫瘍で、 加齢と と も に発症率が高まると

いわれており 、 進行すると 命にかかわる疾病ですが、 直接視診及び触診のでき るが

んであるため、 早期発見が比較的容易です。  

本市では、 平成２ ４ 年度（ ２ ０ １ ２ 年度） から 県内で初めて４ ０ 歳以上の市民を

対象に口腔がん検診を 実施し ており 、 令和４ 年度（ ２ ０ ２ ２ 年度） の受診者数は、

初めて４ ， ０ ０ ０ 人以上と なり まし た。  

 

表２－１－７ 口腔がん検診受診者数の推移（越谷市） 

年度 
受診者数 

（人） 

要精密検査 

（人） 

発見がん（人） 

※４月末現在 

平成３０年度（２０１８年） ３,３５０ ５８ １ 

平成３１/令和元年度（２０１９年） ３,８９２ ７８ １ 

令和２年度（２０２０年） ３,２８９ ４４ １ 

令和３年度（２０２１年） ３,４６８ ４０ １ 

令和４年度（２０２２年） ４,０５８ ４１ ０ 

出典：越谷市健康づくり推進課 
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（キ）前立腺がん検診 

前立腺がんは、 早期では自覚症状がなく 、 進行がゆっ く り と し た疾病で、 Ｐ Ｓ Ａ

検査と いう 血液検査により 簡便に検診ができ ます。  

本市では、 平成２ ４ 年度（ ２ ０ １ ２ 年度） から 、 ５ ０ 歳から ７ ５ 歳までの５ 歳刻

みの男性を 対象と し て実施し てき まし た。 平成２ ９ 年度（ ２ ０ １ ７ 年度） から は、

５ ０ 歳から ７ ５ 歳までの節目の年齢以外の男性で初めて受ける人も 対象と し 、 令和

５ 年度（ ２ ０ ２ ３ 年度） から は、 過去４ 年間に受診歴のない人に対象を拡大し てい

ます。  

本市における受診者数は、 令和４ 年度（ ２ ０ ２ ２ 年度） は１ , ６ ２ ９ 人です。 令和

２ 年度（ ２ ０ ２ ０ 年度） に１ ， ０ ０ ０ 人を下回っ て以降受診者数が回復し てき てい

ますが、 以前の水準には戻っ ていません。  

 

表２－１－８ 前立腺がん検診受診者数の推移（越谷市） 

年度 
受診者数 

（人） 

要精密検査 

（人） 

発見がん（人） 

※４月末現在 

平成３０年度（２０１８年） ２,３９８ ２３３ ２３ 

平成３１/令和元年度（２０１９年） ２,４０６ ２２２ ２６ 

令和２年度（２０２０年）   ９７３  ８８  ７ 

令和３年度（２０２１年） １,１９３ １０８  ７ 

令和４年度（２０２２年） １,６２９ １５７ １８ 

出典：越谷市健康づくり推進課 

 

 

  


